
Morenia ocellata - ビルマメダカガメ（モレニア）

取引形態 :肉、生体がペット取引に

他の呼称 :

分布 : ミャンマー

Burmese Eyed Turtle

 Morenia ocellata  ビルマメダカガメ（モレニア）
 Credit: Kalyar Platt/TSA

背甲長：最大 22cm

顕著な特徴 :

α 現在の保全状況はwww.cites.orgおよびwww.iucnredlist.orgにて確認のこと。

身体的特徴 :

January 2013

類似種 :
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Morenia petersi   ピーターズメダマガメ

「種の保存法」による指定状況：

Cuora amboinensis   マレーハコガメ

 Credit: D.Sharma  Credit: Chris R. Shepherd/TRAFFIC SEA

腹甲：

前縁中央の項甲板は幅が
狭く、左右それぞれの第 1
縁甲板の幅の4分の1ほど

IUCN: VU
背甲長：最大 20cm 
 
– 頭部の先端はとがって前方に突き出ている
 
– 黄色い縞が頭部の両側に 3本ずつある
　(1)目の上、(2)顎の上、(3)目の後ろ 

– 腹甲は黄色く、橋（腹甲と背甲をつなぐ
 部分）や腹甲の甲板の一部に黒っぽい
 斑点がある場合もある

分布：バングラデシュ、インド
どの縁甲板にも淡色の
縦縞がある

前縁中央の項甲板の
幅は左右それぞれの
第 1縁甲板の幅の
半分ほど

吻端から目の上を
通って頸部まで

目の後ろから
頸部まで

– 吻は短く、前方に向いて突き出ていない
– 頭部に 2本の縞：

頭部：

背甲：

– 黄色で模様はない
– 前後方向に長い
– 蝶番（ちょうつがい）はない

背甲の縁とつながる
腹甲の両脇に、隆起
した部分（キール）が
ある

キール（隆条）があり、どの
椎甲板にも前後方向に長く
隆起した部分がある

椎甲板と肋甲板
に眼状紋

椎甲板に淡色の縞

背甲にキール（隆条）
があり、どの椎甲板にも
前後方向に長く隆起
した部分がある

腹甲：

蝶番

頭部：
黄色い縞が 3本
下顎と顎先（おとがい）
は黄色

黄色から淡褐色
で、どの甲板にも
大きな黒っぽい斑
点がある

 Credit: Peter Paul van Dijk  Credit: Kalyar Platt Credit: Kalyar Platt

 Credit: Indraneil Das 分布：南アジア、東南アジア

 Credit: O. Caillabet/TRAFFIC SEA

IUCN: VU
背甲長：最大 20cm  

CITES附属書 IICITES 掲載なし

– 頭部は短く、あまり前方に突き出していない

– 背甲の前縁中央の項甲板は幅が狭く、第 1縁甲板
 の幅の 4分の 1ほど 

– 背甲はオリーブ色か暗褐色か黒で、ふちと中央が
 黒っぽくて黄色い眼状紋がある。年齢とともに
 薄れる

– 背甲にキール（隆条）があり、どの椎甲板にも長く
 隆起した部分がある

国際希少野生動植物種（2013年 2月時点）

国際的な保全状況：
α

CITES附属書 I

IUCN：VU


